
総合問題（生物資源産業学部） 
 
第１問 

 

問
１ 

Ａ 固体 Ｂ 液体 Ｃ 気体 Ｄ 融解 

Ｅ 蒸発 Ｆ 凝縮 Ｇ 凝固 Ｈ 昇華 

 

 

問
２ 

Ａ 面心立方格子 Ｂ 4 Ｃ 12 Ｄ 73.8 

 

 

問
３ 

小
問
１ 

 

小
問
２ 

Ａ ルシャトリエ Ｂ 増加 Ｃ 減少 Ｄ 減少 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
  

 ＋         ＋  



第２問 

 

問
１ 

小
問
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（式を求めた過程） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

答え                                    

小
問
２ 

（計算過程） 

 

 

 

                                                 答え     〔〕            
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②
③

より，

 



①

③
より，

 



 
 




 
 



小問１より，  
 
 

 
 
 



 
 

 
 

の延長線上との延長線上が

交わる点をとして，＝，

＝とする。

   ・・・①

   ・・・②

   ・・・③



問
２ 

Ａ グルコース Ｂ セルロース Ｃ 180 Ｄ 
直線 

（直鎖） 

 
 

問
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問
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（計算過程） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                          答え     ×                    

 
 
 
 
 
 
  

セルロースの重合度をとすると，光合成およびセルロースの生成反応は

次の通り。

　　          

　　            

したがって，の   



のグルコース 








の

セルロースが得られる。

　  ，     より，

　　  の質量
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第３問 

 

Ａ ヌクレオチド Ｂ 
デオキシリボ

ース 
Ｃ リン酸 Ｄ アデニン 

Ｅ チミン Ｆ グアニン Ｇ シトシン Ｈ 

Ｉ  Ｊ  Ｋ  Ｌ 

Ｍ 


Ｎ 

 
 
  





  


 







第４問 

 

 バ イ オ マ ス 資 源 の う ち 未 利 用 資 源 量 と し て 多 い の は ， 

紙 ， 農 作 物 非 食 用 部 ， 林 地 残 材 で あ る 。 特 に ， 稲 藁 や 籾 

殻 な ど の 農 作 物 非 食 用 部 ， 間 伐 材 や 台 風 な ど の 自 然 災 害 

に よ る 倒 木 な ど の 林 地 残 材 は 未 利 用 の 割 合 が 多 い バ イ オ 

マ ス で あ る 。 地 球 温 暖 化 防 止 や 循 環 型 社 会 の 形 成 に と っ 

て も ， こ れ ら の 未 利 用 バ イ オ マ ス の 利 用 が 重 要 で あ る 。 

 未 利 用 バ イ オ マ ス は 経 済 的 採 算 性 や 後 継 者 不 足 な ど の 

点 で ， い ま ま で ほ と ん ど 利 用 さ れ て い な か っ た 。    

私 は ， 原 子 力 エ ネ ル ギ ー の 代 替 と し て こ れ ら の 未 利 用 バ 

イ オ マ ス を 用 い た バ イ オ エ タ ノ ー ル の 生 産 を 提 案 す る 。 

今 後 は 国 や 自 治 体 の 財 政 的 支 援 を も と に ， バ イ オ マ ス タ 

ウ ン の よ う な ， 未 利 用 バ イ オ マ ス を 集 め て バ イ オ 燃 料 に 

加 工 す る 地 域 を 構 築 す る 。 そ し て ， そ こ に 国 産 バ イ オ 燃 

料 を 製 造 す る 工 場 を 建 設 す れ ば ， 安 価 に バ イ オ 燃 料 を 生 

産 で き ， さ ら に 地 域 の 新 た な 雇 用 創 出 ， 地 域 の 活 性 化 に 

も 繋 が っ て い く の で は な い か と 考 え る 。        

 
 
 


